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1月6日（火） 昼1：30開演
第69回バラエティショー

　ひとり獅子舞として日本各地を回り、
日本の伝統芸能である獅子舞のすばら
しさを伝えている。
　お正月行事や晴れの日に舞うことで、
幸せを招き、厄病退治ができると古く
から伝えられている。

歌う獅子舞師 LEEショー

■サービス付き高齢者向け住宅「御宿らくや」「御宿ぶどうや」  ■保険診療整骨院「清泉」
■有料老人ホーム  ■居宅介護支援  ■訪問介護  ■通所介護(ディサービス)  ■小規模多機能
■配食サービス

開場1：00

毎月第4月曜日発行

無料
   浜通り地域
64,000部発行
   浜通り地域
64,000部発行第96号
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NPO法人シニア人財倶楽部
「ふるさと・きずな維持再生支援事業」通信＝４面

「安全・安心」をテーマにいわき・ら・ら・ミュウは
生まれ変わりました。旬の魚介類の販売や新鮮な
海の幸を味わえ、屋内には東北有数のあそび場
「みゅうみゅう」が誕生し、お子様も楽しく遊べ
ます。みなさまのお越しをお待ちしております！

「海と魚のフードテーマパーク」
へようこそ

0246（92）3701
URL：http://www.lalamew.jp

〒971-8101  福島県いわき市小名浜字辰巳町43-1
TEL　

いわき市観光物産センター

がんばる接骨院

がんばる接骨院　
駐
車
場

　文化センター

旧大黒屋

本町通り

国道6号

駅
前
大
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り

震災復興接骨院　双葉町 矢口接骨院 いわき店

急患随時 TEL 0246-25-7010

診療受付時間
□平 日/9:00~18:30 □土曜/9:00~12:30
□休診日/日曜･祝日

接骨 各種保険取扱
労災・交通事故、
骨折・脱臼、打撲・捻挫、
スポーツ外傷など

鍼灸
神経痛・腰 /膝痛、
五十肩・ストレス・慢性疾患、
疲労回復などでお悩みの方

リラクゼーション
全身リラックス、
クイックコース（10分単位）、
足つぼ・足オイル・全身オイル

〒970-8026
いわき市平字中町20-1

平地区送迎無料!!

（有）
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畳 畳一筋150年の実績!
1枚～可
家具移動もお任せ
即日納品OK
　　　（見積無料)
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知
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許
可国産イグサ表

畳べり種類豊富
現物見本持参
いたします

薄畳、防虫畳
表替え、裏返し
その他
白アリ駆除
ご相談承ります

いわき民報社  ＴＥＬ（0246）23-1666

広告を載せてみませんか？

ライフスタイル応援紙 セカンドライフの応援紙

Junction
お問い合わせは

いわき民報社  ＴＥＬ（0246）23-1666

広告を載せてみませんか？

ライフスタイル応援紙 セカンドライフの応援紙

Junction
お問い合わせは

コート    6,372円→4,990円
チュニック 3,132円→2,390円
パンツ    3,132円→2,390円
ストール     1,000円→670円

‐おしゃれなふだん着の店‐

メルヘン屋
ヨークタウン大原(小名浜)
　　☎0246-92 -1688
ヨークベニマル湯本南店（常磐）
　　☎0246-43 -6685
princessメルヘン屋(小名浜)
      ☎0246-92 -5383
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いわき市平六町目5-20
ＰＨＯＮＥ25-6608

いわき市平六町目5-20
ＰＨＯＮＥ25-6608

　駐車場完備（店舗裏側）

ｆａｓｈｉｏｎ　ｈｏｕｓｅｆａｓｈｉｏｎ　ｈｏｕｓｅ

●

●定休日／水曜日

44-5367（マルト浅貝店そば)

おしゃれ
な洋服た

ちと

　やさし
いうつわ

が

　　待っ
てます。

いわき市内郷綴町金谷８の４
℡26‒3215 日曜・第3土曜日定休㈲大竹唯之商店

手まき・葉巻・きざみ・パイプ
いかがですか。

たばこ たばこ たばこ
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ギャラリー情報
＆イベント案内

和ーnn　わーん いわき市平上荒川字安草13-6

　オリジナル品のオーダー、雑貨、アロマ・ハーブなど新商品が続
々入荷中。えと羊の商品も。開店は 11:00（変更有）。

オリジナルリース・雑貨販売
入場無料　不定休
詳しくは問い合わせlを
090-2449-9658

12/22→

12/22→
金澤翔子 書の世界

　天与の役目を持ち書の道を歩む金澤翔子さん
の作品を展示。日本茶カフェ飛翔庵では抹茶を
楽しめる。水曜休館。10:00 ～ 16:00。

金澤翔子美術館

入場料　個人800円、
抹茶付きセット券1300円
0246-89-2766

いわき市遠野町根岸字横道71

陶芸村うえのはら いわき市好間町上好間字上野原86

　益子焼、笠間焼を中心に厳選した全国各地の陶芸産地の逸品を展
示、販売する。アジアン衣料も同時販売中。火曜定休。

常設展示・販売
入場無料
0246-36-800112/22→

布あそび工房 いわき市平字愛谷町4‐4‐8

　ニンジンを持ったウサギの人形を作る。材料費は 2 体（台付き）
で 3000 円、受講料は別。申し込みは 12 月 22 日～ 1 月末まで。

ニンジン採ったどー
9：30～
0246-23-565812/22→

ギャラリー靑狐齋・何必窯陶芸教室 いわき市平字中町1-1-2

　味わいある普段遣いの器とアジア、アフリカの民芸品を展示販売
している。陶芸教室の生徒も募集中。火曜定休。

常設展
入場無料
0246-38-963212/22→

陶　和楽 いわき市平字童子町1-6

　厳選した和陶器を中心に磁器、バッグ、布製品、台所用品などを
展示・販売。企画展も随時開催。11：00～19：00。1月1、5日は休廊。

生活雑貨常設展示
入場無料
0246-21-354112/22→

12/22→
編み物をするおばあさん作り

　編み物をするおばあさんの人形を作る。材料
費は 5800 円、受講料は問い合わせる。受講申
し込みは 12 月 22 日～ 1 月末まで。

布あそび工房

9：30～
0246-23-5658

いわき市平字愛谷町4‐4‐8

→12/23
ダグラス ブラック作陶展

　日本に住み、器や自然の素材を生かしたオブ
ジェを作陶するダグラス・ブラックさんの作品
展。水曜定休。11:00 ～ 19:00。

ギャラリーいわき

入場無料
0246-56-0264

いわき市泉ヶ丘2-12-1

12/27 19:00

おせちナイト

　年の瀬の締めくくりに鈴木さんのお家でささ
やかなディナーショーを開く。定員 30 人で、
おせち風ビュッフェ付き。小学生以下無料。

ギャラリー創芸工房

入場料 2300円。
0246-29-3826

いわき市鹿島町走熊小神山60-1

ギャラリー創芸工房 いわき市鹿島町走熊小神山60-1

　日本の丁寧な手仕事を集めた展示会。ちりめん、かすり、麻、木
綿、更紗から刺し子など技法もさまざま。会期中無休。

日本の古布展
0246-29-38261/2→1/12

ギャラリーコール・ピット いわき市平字紺屋町45紺屋町ビル3F

　2000年から約2年、芸術の香り溢れる街・パリ在住期間に撮りため
た日々のモノクロ作品から未発表作品を展示。水曜休廊。9:30～18:00。

池本さやか写真展
入場無料
0246-38-31521/5→1/25

ギャラリー昨明 いわき市田人町南大平字川平35-4

　5000 年の歴史があるといわれる平織の敷物・キリム。織り手がデ
ザインから考えた 1 点物を展示する。月、火曜休廊。

遊牧の民の手仕事 ＫＩＬＩＭ
入場無料
0246-69-23901/7→1/18

画廊喫茶モナミ いわき市錦町上中田36

　新世紀美術協会員大内重子さんのそれぞれのモチーフの持つ命の
輝きに魅せられ描いた作品展。12 月 28、29 日休店。

大内重子絵画展
入場無料
0246-62-2327→1/10

ギャラリー創芸工房 いわき市鹿島町走熊小神山60-1

　日本の古布展にちなみ、豊田信也さんによる古布を使った創作人
形教室を開く。受講料は 10800 円～。予約が必要となる。

創作人形教室
10:00
0246-29-38261/10

1/10→1/20
新春恒例 古伊万里展

　江戸年間に有田で作られ、当時はヨーロッパ
まで輸出された染め付けと色絵の器を紹介する
新春恒例展。水曜定休。

ギャラリーいわき

入場無料
0246-56-0264

いわき市泉ヶ丘2-12-1

ギャラリー靑狐齋・何必窯陶芸教室 いわき市平字中町1-1-2

　和食・洋食問わず料理を引き立てるゆう薬をかけずにまきの炎だ
けで焼きしめる備前の器を作る。中学生まで 3000 円。

備前の器を作る
受講料 4,000円（材料費込み）
定員 各8人（予約制）
0246-38-9632

1/1110:00～12:00
13:00～15:00

1/11 13:00～17:00

ふるさとがえり上映＆話そう会

　岐阜県恵那市民が一丸となって製作した映画
  「ふるさとがえり」を鑑賞し、その後、脚本家
栗山宗大さんと話す。

いわきアリオス小劇場

参加費　999円
問い合わせ
070-6671-0358（植木）

いわき市平字三崎1-6

アートスペース泉 いわき市泉町2‐12‐7

　精鋭作家たちを迎えて―。恒例の新春特別展示会。25 人の作家
の作品を展示。絵画、書、創作人形などが並ぶ。木曜休廊。

第８回新春特別展
入場無料
0246-56-91011/11→1/28

画廊喫茶モナミ いわき市錦町上中田36

　新春恒例のモナミ会員の展覧会。濱田正弘、蜂谷崇、斎藤武、広
瀬諭、今泉木主さんの作品を展示。1 月 25、26 日休店。

モナミ会新春展
入場無料
0246-62-23271/13→2/6

1/14、20
10：00～11：45

かいわい陶仏教室

　界隈オーナーの指導でお地蔵様、観音様を制
作する。陶芸未経験、初心者でもＯＫ。両日と
も午後 1 時半も開講。申し込みは電話で。

ギャラリー界隈

受講料　1500円
（材料費、焼成代込み）
0246-23-8411

いわき市平字堂根町1-1

→1/15
ＩＷＡＫＩ ＡＲＴ集団楽市楽座

　いわきアート集団恒例の作品展。絵画、彫刻、
版画、書、写真、陶芸、織染布、ガラス、クラ
フトなどを紹介。水曜定休。

ギャラリー界隈

入場無料
0246-23-8411

いわき市平字堂根町1-1

1/15→1/25
新春を飾る和の心展

　新春にふさわしい掛け物やつい立、びょう風
や飾り物に合わせ、志賀葉月さんの和人形も同
時展示する。水曜定休。

ギャラリーわづくりや

入場無料
0246-62-4188

いわき市植田町南町1-2-14

陶芸村うえのはら いわき市好間町上好間字上野原86

　脇本喜久代さん（内郷）が講師となり、ポシェットやポーチ、バ
ッグ、タペストリーなどを制作する。初心者でも楽しめる。

パッチワーク土曜教室
受講料1500円

（材料費別）
0246-36-8001

1/1710:30～12:00
13:30～15:30

陶芸村うえのはら いわき市好間町上好間字上野原86

　福島はんなりの古布作家渡辺真理子さんが指導し、古布を使い和
風のタペストリーやのれんを作る教室。初心者でも楽しめる。

パッチワーク水曜教室
受講料3000円

（材料費別）
0246-36-8001

1/2111:00～14:00

1/21→2/1
野村たかあき陽鬼展

　陽気な鬼を表現する野村たかあきさんの版画
と木彫作品の展覧会。絵本も紹介する。月、火
曜休廊。

ギャラリー昨明

入場無料
0246-69-2390

いわき市田人町南大平字川平35-4

ギャラリーいわき いわき市泉ヶ丘2-12-1

　宮城県鳴子の漆芸家佐藤建夫さんの同ギャラリー 2 年に 1 度の作
品展。新作を展示する。水曜定休。11:00 ～ 19:00。

佐藤建夫の漆器と漆絵展
入場無料
0246-56-02641/24→2/2

1/27→2/7
野口稔・健一父子展

　埼玉県で作陶する野口稔、健一さんの穴窯焼
成による信楽焼の器や、織部、炭化などの新作
を展示。初日作家在廊。2 月 2 日休廊。

陶　和楽

入場無料
0246-21-3541
　

いわき市平字童子町1‐6

アートスペース泉 いわき市泉町2‐12‐7

　自然の草花や小動物たちがふと魅せる表情をユーモラスな視点で
表現している。木曜休廊。

三浦麻梨乃銅版画展
0246-56-91012/1→2/11

→1/10
真木テキスタイルスタジオと雑貨展

　真木テキスタイルスタジオ（布・洋服）や冬
が楽しいブランケットやバッグ、腕時計などを
展示。12 月 31 日～ 1 月 4 日は 17:00 まで。

陶　和楽

入場無料
0246-21-3541

いわき市平字童子町1‐6
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ひさの・まさみ　いわき市四倉町出身。37歳。久野システムエンジニアリング代表、久
野ソーシャルプロモーション代表、いわきコンピュータカレッジ非常勤講師。福島高専
卒業後、東京にてシステムエンジニアとして勤務。2011 年 10 月にいわき市に戻り、
パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ作成や Twitter、Facebook の
専門家として起業した。
Twitter はこちらです↓
http://twitter.com/iwakicity

Facebookはこちらです↓
http://www.facebook.com/iwakisomeken

ホームページはこちらです↓
http://hisanosystem.com/

体軸を意識して使える無駄のない動き
  【講師】佐々木喜栄子　ホップステップ健康体操協会代表　（公財）日本体育協会スポーツプログラマー
 エアロビクス・ピラティス・健康体操・介護予防体操等のインストラクター歴 30 年超。対象者は赤ちゃんから・一般成人・
高齢者・妊婦さんまで幅広。グループ指導・個人指導　ホームページは⇒http://aero-fukushima.hop.daisuki.cc/  Facebook 有

体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き体軸を意識して使える無駄のない動き
結果を出す運動法

自己承認設定を有効に活用して
タグ付けされた投稿を管理する

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座―

㉗

　
　役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
は

タ
グ
付
け
に
お
け
る
自
己

承
認
設
定
が
あ
り
ま
す
。

前
回
説
明
し
た
よ
う
に
、

タ
グ
付
け
に
よ
っ
て
新
た

な
出
会
い
の
可
能
性
が
広

が
る
一
方
で
、
状
況
に
よ

っ
て
は
好
ま
し
く
な
い
ケ

ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

仲
が
良
く
、
気
軽
に
話
が

で
き
る
友
達
間
で
タ
グ
付

け
し
合
う
程
度
な
ら
問
題

あ
り
ま
せ
ん
が
、
〝
友
達

の
友
達
〞
を
含
め
て
の
集

ま
り
や
、
仕
事
関
係
者
の

集
ま
り
な
ど
、
普
段
か
ら

親
し
い
間
柄

で
は
な
い
人

達
に
対
し
て

タ
グ
付
け
を

断
る
の
は
難

し
い
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で

活
用
し
た
い

の
が
自
己
承

認
設
定
。
ど
ん
な
状
況
で

タ
グ
付
け
さ
れ
て
も
、
投

稿
に
タ
グ
付
け
表
示
さ
れ

た
こ
と
を
承
認
す
る
か
、

も
し
く
は
非
表
示
に
す
る

か
を
自
分
で
決
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
設
定
方
法

は
、
ロ
グ
イ
ン
し
て
画
面

右
上
の
▽
か
ら
、
左
メ
ニ

ュ
ー
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と

タ
グ
付
け
を

ク
リ
ッ
ク
。

タ
グ
付
け
の

事
前
確
認
を

行
う
項
目
を

オ
フ
か
ら
オ
ン
に
変
更
す

る
こ
と
で
、
タ
グ
付
け
さ

れ
た
際
の
投
稿
表
示
を
自

分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。  

（
久
野

　雅
己
）

　

運
動
で
結
果
を
出
す
た

め
に
は
大
切
な
４
つ
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

１
．
運
動
し
た
い
目
的

部
位
は
ど
こ
な
の
か
？

（
運
動
の
焦
点
）　

体
軸

（
コ
ア
）
な
の
か
？　

腹

筋
を
鍛
え
た
い
の
か
？　

ま
た
は
大
腿
筋（
太
も
も
）

な
の
か
臀
筋
（
お
し
り
）

な
の
か
？
を
意
識
し
て
集

中
す
る
。

　

２
．
そ
の
目
的
部
位
が

無
駄
な
く
運
動
す
る
に

は
、
ど
の
よ
う
な
フ
ォ
ー

ム
で
ど
の
よ
う
に
動
い
た

ら
良
い
の
か
？　

目
的
で

は
な
い
部
位
に
力
が
入
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
そ
の
た

め
に
関
係
な
い
部
位
が
疲

れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い

な
い
か
？

　

３
．
動
い
て
み
た
時
に

身
体
は
ど
の
よ
う
な
感
じ

が
し
た
の
か
？　

目
的
部

位
を
感
じ
る
こ
と
は
出
来

た
か
？

　

以
上
３
つ
が
「
運
動
の

質
と
効
果
」
を
高
め
る
要

点
で
す
。
以
上
を
頭
に
入

れ
て
身
体
で
感
じ
な
が
ら

次
の
４
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

４
．
継
続
す
る
こ
と
。

運
動
し
て
い
る
部
位
を
感
じ
る
効
果

簡
単
な
解
剖
学
・
生
理
学

的
な
知
識
が
あ
る
と
運
動

が
理
解
し
や
す
く
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
身

体
を
動
か
し
て
初
め
て
運

動
が
開
始
し
、
継
続
し
て

結
果
が
出
て
来
る
も
の
で

す
。

　

◆
動
き
の
例
２
（
基
礎

レ
ベ
ル
）

　

①
四
つ
ん
ば
い
に
な

る
。
肩
の
真
下
に
手
を
、

股
関
節
の
真
下
に
ひ
ざ
を

つ
く
。肩
が
丸
ま
っ
た
り
、

胸
の
前
部
が
狭
く
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
、
長
い
脊

柱
を
保
つ
。
②
ウ
ェ
ス
ト

後
ろ
が
反
ら
な
い
よ
う
に

骨
盤
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

保
つ
た
め
の
腹
圧
を
か
け

る
（
お
腹
に
力
を
入
れ
て

骨
盤
を
安
定
さ
せ
る
）
③

息
を
吐
き
な
が
ら
片
方
の

脚
を
後
ろ
に
伸
ば
す
。
吸

い
な
が
ら
脚
を
元
の
位
置

に
戻
す
。
反
対
も
同
様
に

行
う
。
こ
の
動
き
を
骨
盤

が
グ
ラ
グ
ラ
し
な
い
で
安

定
さ
せ
て
動
け
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
２
点
支
え
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
挑
戦
し
て

み
ま
し
ょ
う
（
写
真
１
）

●
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

　ドイツのジョゼフ・ピラティスさんが考案した
エクササイズメソットで、そのままエクササイズ
の名称になっています。時代はさかのぼること第
一次世界大戦。負傷して歩けない兵隊さんの筋力、
体力が落ちないように当時看護師だったピラティ
スさんによって研究開発され現代まで継承されて
来ました。ベッド上で①仰向け②うつ伏せ③横向
き④四つんばい⑤座位の５つの基本姿勢で構成さ
れています（マットピラティス）

　両手脚の４点で支えてい
た四つんばいの身体が片脚

を後ろの伸ばすことで３点支えになります。瞬間的
にアンバランスになりますが、それを支えるのはへ
そとせき柱周りのコア。骨盤ニュートラルの腹圧で
す。太ももやお尻、肩などで支えようとせず、自分
が焼き鳥になったイメージで。串がスッと伸びブレ
ない感じ。動き始めと元に戻す直前がバランスを崩
しやすいです。レベルアップは３点支えが２点にな
ります。※目的部位と体軸を感じながら行う。

☆今回のポイント⇒ 

ピラティスって何？

　右肩が左に比べて高い、お尻の高さが左下がりになっている。背
骨が捻じれた状態になっている。頭が背骨の延長上より下がってい
る。体軸で支えているというよりは肩・腕・お尻で支えている。骨
盤ニュートラルは不安定

ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
の
部
位
。
こ
の
ほ
か
、
内

腹
斜
筋
・
腸
腰
筋
な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す

レベルアップ
　対称（右腕左脚）の腕・脚を同時に伸ばす。手の位置、膝の位置
に注意。左右の肩の高さ、左右のお尻の高さは同じに。頭の位置は
背骨の延長上にあり後頭部から尾てい骨まで背骨が長くのびるイ
メージ。骨盤はニュートラルで安定。

（写真 1）

（写真 2）

　

①
左
右
対
称
の
腕
と
脚

を
同
時
に
、
息
を
吐
き
な

が
ら
伸
ば
す
。
吸
い
な
が

ら
腕
・
脚
を
同
時
に
元
の

位
置
に
戻
す
。
左
右
を
換

え
て
同
時
に
行
い
ま
す
が

腕
（
脚
）
の
高
さ
は
左
右

を
換
え
る
た
び
に
変
わ
ら

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

×

人生の
セカンドステージを
応援するフリーペーパー

設置店･施設のご案内
本紙は新聞折り込みのほか、いわき市内の
下記店舗･施設に設置しております。

■平地区
コインランドリー ラスカル
ルネサンスいわき
いわきふるさとの楽園
古田部米店神谷店
市暮らしの伝承郷
東北住建
渡辺内科胃腸科
ネモト内科クリニック
こころのクリニック
Ｂａｒ ＱＵＥＥＮ
スナック ペガサス
ワタナベ時計店
木楽館
本町通りクリニック
常磐交通観光
明治団地さとう医院
酒井医院
吉祥庵平窪店
吉祥庵童子町店
鳳翔
ヨシダカバン本店
高木理容
いわきワシントンホテル椿山荘
ホテルα-1いわき
デイリーヤマザキ平並木通り店

フランス料理Kitao
アンジェリーク
いわき新舞子ハイツ
いわき市総合観光案内所
市フラワーセンター
市文化センター
市生涯学習プラザ
いわき総合図書館
神谷公民館
草野公民館
高久公民館
夏井公民館
赤井公民館
飯野公民館
中央台公民館
平窪公民館
豊間公民館 
特別養護老人ホーム亀齢荘
呉服処　根本
あわのや酒店
ヤマニ書房本店
ヤマニ書房ラトブ店
ヤマニ書房イオン店
ヤマニ書房ヨーカドー店
布あそび工房
和ーnn　わーん

テラッツァ
創芸工房
美容室　わいわい
ヤナイコーヒー商会
美容室 ＦＡＮＮＹ
コットンハウス ＢＵＮＢＵＮ
コンビニエンスモンペリスポット
新鮮やさい館 谷川瀬店
新鮮やさい館 平窪店
■小名浜･泉地区
相馬屋
タイヤガーデンマルヨシ
ビストロ
タウンモール・リスポ
イワキ写真館
すけがわ写真館
まちづくりステーション小名浜
ヤマスギ食品
いわき・ら・ら・ミュウ
磐城中央病院
スズキ写真館
しんげつ
中山医院
タジオＹＯＵ
江名の家
みなとの家

美味一膳本舗
いちごCLUB
ヘアーサロン　トップ
小名浜公民館
江名仮設公民館　
don3
ヤマニ書房泉店
ヤマニ書房エブリア店
鹿島ショッピングセンター「エブリア」
ウェルハース
100％Ｂｏｄｙ＠ＫＩＴＡＭＵＲＡ
■内郷･好間地区
聖徳荘
タウンズクリニック
陶芸の村うえのはら
平中央自動車学校
虎屋多幸兵衛
星野製パン
ごらい歯科クリニック
あどりぶ
内郷公民館
好間公民館
アンプルール
帽子＆カフェＵＫＩＹＯ
ＤＡＩＩＣＨＩ

■常磐地区
いわさき荘
サンライフゆもと
ささき
いわき観光まちづくりビューロー
さはこの湯温泉保養所
いわき湯本温泉観光協会
いわき湯本温泉旅館協同組合
市石炭・化石館
磐崎公民館
常磐公民館
藤原公民館
ヤマニ書房湯本店
マシャレ
おおくら
cafe SHUCROOM
Ｃｉｅｌ
ラ・パン　
■植田･勿来･遠野地区
植田公民館
錦公民館
勿来公民館
山田公民館
田人公民館
川部公民館
遠野支所

カーブスいわき植田店
JR植田駅前ふれあい広場
JR植田駅前ドンワッセうえだ
ギャラリー昨明
市勿来勤労青少年ホーム
市勿来関文学歴史館
画廊喫茶モナミ
わづくりや
天真庵
■四倉･久之浜地区
道の駅よつくら港
大浦公民館
大野公民館
大久公民館
久之浜公民館
四倉公民館
四倉図書館
■小川･三和･川前地区
小川公民館
三和公民館
川前公民館
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ＮＰＯ法人シニア人財倶楽部「ふるさと・きずな維持・再生支援事業」通信
　ＮＰＯ法人シニア人財倶楽部（藁谷道弘代表理事）は、25 年度に引き続き本年度も、県から「福島県地域づくり総合支援事業（ふ
るさと・きずな維持・再生支援事業）」の採択を受け、市内の仮設住宅に住むお年寄りなどを対象に、さまざまな交流事業を展開して
います。11 月末までに多彩なイベントを 15 回実施、既に延べ６００人以上が参加しました（来年２月まで全 18 回のイベントを実施
予定）。事業のコンセプトは「避難生活を続けるお年寄りに笑顔と安らぎを」。自然豊かな三和町で行われるイベントでは、望郷の思い
を強く抱く人々も多く、お年寄りと地域の人とのきずなも、深まっています。また 26年度には参加者にとって何が必要かを考え、三
和町での「ガーデニング体験」や、高齢者施設での「出張コンサート」、「会津ころり三観音巡り」などの新しい企画も実施しました。

避
難
生
活
を
続
け
る
お
年
寄
り
に

　７、８月に計２回実施。お年寄りらは、同倶楽部が運営する三
和町の「お食事処なごみハウス」でそば打ちを体験後、三和町渡
戸の渡戸高野集会所へ移動し、同集会所の花壇づくりに汗を流し
た。土の感触を楽しみながら心を込めて花を植え、皆大満足。

新 ガーデニング
＆

そば打ち体験

うまい！
楽しい！
芋煮会！

　同倶楽部設立７周年記念も兼ねたイベント
として 11 月、三和町で実施された里山ハイ
キング＆芋煮会には、100人以上が参加。最
初に里山ハイキングで地域の自然をめでなが
ら心地よい汗を流した後、お待ちかねの「芋
煮会」へ。渡戸高野集会所が笑顔であふれた。
おなかがいっぱいになった後は、輪投げゲー
ム、全員参加のお楽しみ抽選会等も繰り広げ
られ、にぎやかな１日となった。

今回も大盛況！

  知識と経験豊かな中高年のスキルを、地域社会の中で生かそうと、平成 19 年 11 月に発足。い
わき市内を中心に、高齢者向けのＩＴサポート、地域文化理解、経済活性化、農業振興などの事
業・活動を幅広く展開している。震災後は、仮設住宅での移動販売や、被災者・避難者との交流
促進活動も展開している。個人・団体合わせて計 99 人の会員のほか、21 人のスタッフがいる。
事業・活動に趣旨に賛同する人を対象に、随時会員を募集している。

ＮＰＯ法人シニア人財倶楽部
〒970-8026 いわき市平字童子町２番地10
TEL　0246（88）6501　FAX　0246（88）6502
※平日午前９時～午後４時

ＮＰＯ法人シニア人財倶楽部とは

き
ず
な
大
切
に
こ
れ
か
ら
も

　同倶楽部の「そば打ちサークル」の
メンバーが８月と12月、富岡町の高
齢者施設を訪ねそば打ちを実演、打ち
上がったそばを振る舞い、お年寄りた
ちが出来立ての美味を堪能した。

出張そば打ち

　自然豊かな三和町で７月、ホタル狩
りとタイアップで実施するはずだった
が、生憎の雨。少々残念ながら、地区
民とお年寄りたちがおいしい地元の野
菜や肉に舌鼓を打った。

バーベキュー
　三和町渡戸に伝わる伝統の獅子舞の
見学ツアー。９月に実施した。県指定
重要無形民俗文化財の踊りに、参加者
一同が感嘆の声を上げた。

獅子舞見学

　同倶楽部は、仮設住宅の多い中央台
地区でも事業を展開している。手軽な
料理教室に合わせ、色彩豊かな絵手紙
制作にも挑戦。避難している人々が心
和む時間を過ごした。

簡単レシピ＆絵手紙教室

　
　
に
な
っ
て
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
も
ら
い
た
い

笑
顔

安
ら
い
で

出張
コンサート
出張出張出張出張
新

会津ころり
三観音巡り

　10
月
末
に
高
齢
者
施

設
２
カ
所
で
開
催
。
バ

イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
・

ピ
ア
ノ
の
演
奏
家
を
招

き
、
お
年
寄
り
に
美
し

い
音
色
を
届
け
た
。

　お
年
寄
り
と
一
般
参

加
者
が
一
緒
に
、
秋
の

会
津
路
を
堪
能
。
中
田

観
音
、
立
木
観
音
、
鳥

追
観
音
を
巡
拝
し
、
交

流
を
深
め
た
。

ニーズを考えた新事業も
三和とのきずなより深く

新新 ガーデニング

そば打ち体験
企画

出張
新新新新企画

会津ころり会津ころり
新
会津ころり会津ころり会津ころり会津ころり会津ころり
新新新新企画
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直
売
所

だ
よ
り
7

藤間直売所
平藤間字柴崎地内（かんぽの宿いわき近く）
毎週火～日曜　９：30～17：00ごろ（夏季）
　　　　　　　９：30～16：00ごろ（冬季）
080-1689-1160（坂本）

場　所

日　時
　　
連絡先

は
「
お
客
さ
ん
と
野

菜
の
食
べ
方
や
い
ろ

い
ろ
な
料
理
の
作
り

方
を
話
す
こ
と
も
多

く
、
楽
し
い
交
流
が

あ
る
」
と
話
し
、「
来

て
く
れ
る
人
の
た
め

に
、
野
菜
を
並
べ
て

待
っ
て
ま
す
」
と
、

笑
顔
で
呼
び
掛
け
て

い
る
。

培
の
野
菜
も
販
売
し
て
い

る
。
ま
た
冬
に
な
る
と
、

ハ
ウ
ス
栽
培
の
甘
い
イ
チ

ゴ
が
登
場
す
る
。

　

近
所
の
主
婦
が
野
菜
を

求
め
て
や
っ
て
く
る
ほ

か
、
か
ん
ぽ
の
宿
を
利
用

す
る
県
内
外
の
宿
泊
客
や

日
帰
り
客
が
、
買
い
物
を

楽
し
み
、
常
連
に
な
る
こ

と
も
あ
る
。
坂
本
さ
ん

ハ
ウ
ス
の
中
だ
。

  

ハ
ウ
ス
栽
培
の
農
作
物

を
メ
ー
ン
に
、
近
所
の
農

家
か
ら
提
供
さ
れ
た
野
菜

や
果
物
が
並
ぶ
。
季
節
ご

と
に
収
穫
さ
れ
る
露
地
栽

　
「
藤
間
直
売
所
」（
坂
本

美
恵
子
代
表
）
は
火
曜
か

ら
日
曜
日
ま
で
週
５
日
、

平
藤
間
の
か
ん
ぽ
の
宿
い

わ
き
近
く
で
開
か
れ
て
い

る
。
売
り
場
は
ビ
ニ
ー
ル

近
所
の
農
家
の
作
物
並
ぶ

ハ
ウ
ス
や
露
地
栽
培
の
作
物
（
イ
チ
ゴ
、
ト
マ

ト
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
白
菜
、
大
根
、
サ
ト
イ

モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
春
菊
な
ど
）、
玄
米
、
鶏
卵

主な
商品

な
か
っ
た〝
素
振
り
部
屋
〞

と
呼
ば
れ
る
場
所
で
の
２

人
の
や
り
と
り
も
公
開
。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰

ま
っ
た
場
所
で
、
師
弟
は

何
を
思
い
出
し
、
何
を
語

り
あ
っ
た
の
か
、
注
目
さ

れ
る
。

　
　
　

　
　（オ
リ
コ
ン
）

た
。
現
役
引
退
後
は
巨
人

軍
や
日
本
代
表
の
監
督
に

就
任
。
２
０
０
４
年
に
脳

梗
塞
に
倒
れ
る
も
一
命
を

取
り
留
め
、
そ
の
後
の
リ

ハ
ビ
リ
の
効
果
も
あ
っ
て

公
の
活
動
に
復
帰
。
現
在

は
巨
人
軍
終
身
名
誉
監

督
、
２
０
１
３
年
に
は
国

局
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番
組『
バ
ー
ス
・
デ
イ
』『
プ

ロ
野
球
戦
力
外
通
告
』
の

ス
タ
ッ
フ
が
現
在
の
長
嶋

氏
に
長
期
密
着
し
た
。

　

戦
争
の
傷
跡
も
生
々
し

い
１
９
５
４
年
、
立
教
大

学
へ
進
学
し
た
長
嶋
氏
は

東
京
六
大
学
新
記
録
と
な

ツ
〞
長
嶋
茂

雄
氏
の
半
生

を
振
り
返
り

な
が
ら
、
同

対
談
を
し
た

ほ
か
、
こ
れ

ま
で
明
か
さ

れ
る
こ
と
の

　

来
年
１
月
３
日
、
Ｔ
Ｂ

Ｓ
系
で
『
独
占
！
長
嶋
茂

雄
の
真
実
』（
午
後
９
時
）

が
放
送
さ
れ
る
。
終
戦
か

ら
70
年
の
節
目
を
迎
え
る

２
０
１
５
年
。
戦
後
最
大

の
ヒ
ー
ロ
ー
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
活
躍
を
み
せ
た

〝
ミ
ス
タ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン

る
本
塁
打
を
放
つ
な
ど
一

躍
脚
光
を
浴
び
、
大
学
野

球
の
ス
タ
ー
選
手
へ
と
駆

け
上
が
っ
て
い
っ
た
。
そ

し
て
１
９
５
８
年
、
巨
人

軍
入
団
後
は
背
番
号
３
を

背
負
い
、
王
貞
治
氏
と
と

も
に
巨
人
の
Ｖ
９
に
貢
献

し
、
国
民
的
人
気
を
誇
っ

民
栄
誉
賞
も
受
賞
し
た
。

　

こ
う
し
た
誰
も
が
知
る

〝
長
嶋
茂
雄
〞
だ
け
で
な

く
、
番
組
で
は
こ
れ
ま
で

語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
長
嶋
氏
の
壮
絶
人
生
と

現
在
の
姿
に
迫
る
。
愛
弟

子
・
松
井
秀
喜
氏
と
と
も

に
東
京
ド
ー
ム
を
訪
れ
、

新
年
注
目

番
組
を

check!check!
長
嶋
茂
雄
氏
に

　Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
長
期
密
着

ん
で
い
る
な
ど
が
そ
の
特

徴
。
赤
木
さ
ん
は
「
こ
の

形
は
ど
こ
か
ら
き
た
の

か
」
考
え
、「
縄
文
時
代

の
土
偶
の
形
。
妊
娠
し
て

い
る
お
腹
の
大
き
な
女
性

で
、
脇
が
甘
く
大
根
足
」

と
、
結
論
に
至
っ
た
と
い

う
。「
器
と
し
て
バ
ラ
ン

ス
良
く
決
ま
っ
て
、
う
れ

し
く
て
ず
っ
と
作
っ
て
い

た
」
と
、
椀
を
手
に
笑
顔

で
語
っ
た
。

  

ま
た
、「
奥
羽
シ
リ
ー

ズ
」が
生
ま
れ
た
経
緯
が
、

東
日
本
大
震
災
の
後
に
東

北
の
古
い
椀
を
見
て
歩
い

  

奥
羽
シ
リ
ー
ズ
は
、
東

北
の
古
い
椀
に
あ
る
椀
の

口
縁
部
が
絞
っ
て
あ
り
、

器
全
体
の
内
側
が
ふ
く
ら

い
う
、
今
年
の
新
作
、「
奥

羽
椀
シ
リ
ー
ズ
」
を
導
入

に
、
漆
の
起
源
や
漆
椀
の

形
の
由
来
、
そ
し
て
、
自

身
が
「
こ
の
形
は
ど
こ
か

ら
始
ま
っ
た
の
か
」
と
疑

問
に
思
い
、
至
っ
た
答
え

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

輪
島
塗
の
塗
師
・
赤
木

明
登
さ
ん
が
11
月
29
日
、

い
わ
き
市
平
の
「
陶　

和

楽
」
で
の
個
展
に
伴
い
、

お
話
会
を
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
行
っ
た
。
漆
の
歴
史
を

ひ
も
解
き
な
が
ら
、
有
識

者
や
自
身
の
自
論
な
ど
を

踏
ま
え
、
漆
へ
の
思
い
を

語
っ
た
。

  

赤
木
さ
ん
は
「
毎
日
使

う
漆
の
器
」
と
題
し
、
話

し
た
。
東
北
の
古
い
椀
の

特
徴
を
表
現
し
て
い
る
と

に
し
た
こ
と
だ
っ
た
こ
と

も
語
っ
た
。

  

漆
の
歴
史
に
も
触
れ
、

世
界
最
古
の
漆
は
７
千
年

た
こ
と
や
、
東
北
で
の
展

示
会
時
に
、被
災
者
が「
漆

の
椀
は
安
心
感
が
あ
る
」

と
手
に
す
る
姿
を
多
く
目

前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
縄
文

時
代
の
垣
ノ
島
Ｂ
遺
跡

（
北
海
道
函
館
市
）
で
、

漆
塗
り
の
注
口
土
器
が
発

見
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

も
紹
介
し
た
。

  

ま
た
椀
の
形
や
大
き
さ

の
変
遷
を
ひ
も
解
く
こ
と

で
、
そ
の
時
代
の
人
々
の

椀
に
込
め
た
思
い
や
、
そ

の
時
の
食
の
形
態
な
ど
も

分
か
る
こ
と
も
指
摘
し
、

「
器
の
形
は
何
と
な
く
あ

る
の
で
は
な
く
、
こ
と
わ

り
が
あ
っ
て
決
ま
っ
て
い

る
」
と
強
調
し
た
。

  

そ
し
て
、「
そ
ん
な
こ

と
思
い
器
を
作
り
、
探
求

し
て
い
る
の
が
、
ぼ
く
の

仕
事
で
あ
り
、
趣
味
で

す
」
と
語
り
、「
漆
の
膜

の
水
分
量
は
人
間
に
近
い

の
で
、
触
る
と
気
持
ち
よ

く
感
じ
る
。
こ
れ
は
、『
お

い
し
く
い
た
だ
く
』
と
い

う
食
べ
物
へ
の
感
謝
に
も

つ
な
が
る
」
と
、
締
め
く

く
っ
た
。

漆
へ
の
思
い
、
歴
史
を
語
る

漆の話をする赤木さん

新作の奥羽シリーズの椀

あかぎ　あきと　1962 年岡山生まれ。
中央大文学部哲学科卒。編集者をへて、

輪島塗の下地職人・岡本進の下で修業。

1994 年に独立。現代の暮らしに息づく生

活漆器＝「ぬりもの」の世界を切り開く。

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

塗
師
・
赤
木
明
登
さ
ん
お
話
会

11
月
29
日
陶

　和楽
で



(6)

弐
拾
四
白
水
阿
弥
陀
堂

ひ
　ば
　　り随
　想25
中
町
五
月
枝

（
美
空
ひ
ば
り
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　

ク
ラ
ブ
会
員
・
東
京
都
在
住
）

　

今
年
５
月
28
日
は
、
ひ
ば

り
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
記
念
す

べ
き
日
に
な
り
ま
し
た
。
京

都
・
嵐
山
の
美
空
ひ
ば
り
館

が
「
美
空
ひ
ば
り
座
」
に
な

り
、
さ
ら
に
同
じ
市
内
の
太

秦
東
映
映
画
村
に
引
っ
越
し

ま
し
た
。
そ
し
て
東
京
都
目

黒
区
の
自
宅
加
藤
邸
が
「
ひ

ば
り
記
念
館
」
と
し
て
公
開

さ
れ
ま
し
た
。
開
館
記
念
行

事
に
は
有
名
芸
能
人
が
招
待

さ
れ
、
お
披
露
目
と
記
者
会

見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

引
き
続
き
、
私
た
ち
６
人

の
ひ
ば
り
フ
ァ
ン
が
、
目
黒

区
の
条
例
で
限
ら
れ
た
範
囲

の
通
路
を
玄
関
か
ら
和
室
ま

で
歩
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
茶

菓
の
接
待
を
受
け
、
プ
ロ
カ

メ
ラ
マ
ン
に
記
念
写
真
を
撮

っ
て
も
ら
い
、
ゆ
っ
た
り
と

邸
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
１

回
の
見
学
時
間
は
30
分
で

す
。
参
加
者
の
中
に
は
、
い

わ
き
の
フ
ァ
ン
や
仮
設
住
宅

で
暮
ら
す
人
も
い
ま
し
た
。

次
の
回
の
６
人
に
は
、
北
海

　美空ひばりファミリークラブ＝ひばりプロダクション主催の美空ひばりの
ファンクラブ。

５月に目黒の自宅を公開して誕生

道
や
沖
縄
の
フ
ァ
ン
も
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ァ
ン

で
な
く
て
も
多
く
の
人
々
に

見
て
い
た
だ
け
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
他
界
し
て
26
年
た
っ

て
も
、
ひ
ば
り
の
あ
の
オ
ー

● 

「
ひ
ば
り
記
念
館
」
●

墨と水の世界墨と水の世界
いわき真墨会　会長　園部榮一（植田町在住）

　市街地の中にあって、一歩足を踏み入れると、そこだけが時

代を飛び越えた別天地のような場所がある。白水阿弥陀堂であ

る。静かなこの地にいったん雪が降ると、静寂の中に張り詰め

た空気が漂い、一瞬無垢（むく）の雪地に足跡をつけるのを躊

躇（ためら）う。

  訪れるだけで心身が清められる浄園は、時代を経て今なお存

在している。

き
ま
し
た
が
今
、
多
く
の
プ

ロ
作
家
に
語
り
尽
く
さ
れ
た

事
実
と
、
こ
の
ひ
ば
り
随
想

が
共
に
い
わ
き
の
地
で
語
り

継
が
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ

て
、
筆
を
お
き
ま
す
。
読
者

の
皆
様
、
長
ら
く
ご
愛
読
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
（
お
わ
り
）

ラ
を
た
た
え
た
姿
と
歌
声
を

知
っ
た
人
な
ら
、
何
度
と
な

く
こ
の
場
所
へ
引
き
付
け
ら

れ
る
の
で
す
。

  

い
わ
き
の
フ
ァ
ン
の
方
に

応
援
し
て
い
た
だ
き
２
年

間
、
こ
の
欄
を
書
き
進
め
て

シ
ク
ラ
メ
ン

ひ
ば
り
記
念
館
で
。
左
端

は
曲
の
練
習
・
仕
上
げ
に

使
わ
れ
た
紫
色
の
ピ
ア
ノ

　

海
産
物
加
工
品
の
製
造

販
売
を
営
む
丸
市
屋
の
創

業
は
、
江
戸
末
期
の
元
治

元
年
（
１
８
６
４
年
）。
平

の
中
心
市
街
地
に
の
れ
ん

を
揚
げ
て
１
５
０
年
の
歴

史
を
有
す
る
。
経
営
理
念

は「
老
舗
は
常
に
新
し
い
」。

い
つ
の
時
代
も
進
取
の
気

概
を
持
っ
て
商
い
に
挑
戦

し
て
き
た
。「
時
代
が
移

り
変
わ
っ
て
も
、
お
客
さ

ま
に
愛
し
て
い
た
だ
け
る

店
づ
く
り
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は

『
今
』
の
積
み
重
ね
が
大
切

で
す
」。
８
代
目
の
志
賀
理

泰
社
長
は
、
妥
協
の
な
い

真
し
な
姿
勢
で
伝
統
と
向

き
合
う
。

 
 

４
月
に
平
字
四
町
目
の

本
店
を
新
装
。
原
点
回
帰

を
目
指
し
た
新
店
舗
は
、

の
れ
ん
１
本
の
み
で
看
板

は
な
い
。
創
業
時
の
店
構

え
に
思
い
を
巡
ら
し
て
過

去
と
今
を
つ
な
ぎ
、
新
た

な
１
０
０
年
へ
の
扉
を
開

く
。
威
風
堂
々
の
た
た
ず

ま
い
は
、
別
格
と
も
い
え

る
存
在
感
を
放
つ
。

 
 

市
内
外
に
７
店
舗
を
構

え
、
約
30
人
の
従
業
員
が

老
舗
を
支
え
る
。「
お
客
さ

ま
は
も
ち
ろ
ん
、
従
業
員

の
支
え
が
丸
市
屋
の
強
み

で
す
」。
笑
顔
で
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
に
収
ま
る
姿
を
見
つ

め
な
が
ら
、
志
賀
社
長
の

表
情
も
緩
ん
だ
。

いわき市小名浜中原4-32　☎53-7002

�石昌石材
地震後の修理・お墓のリフォーム

（旧江名の伊藤石材店）

い し　　　ま さ

10:20～11:20　13:30～14:30
平・労働福祉会館

090-5352-4050 青木
 八重子

女性ゆったり ヨガ

火曜

●中高年少人数クラス
●腹式呼吸でやさしいヨガです

セカンドステージの情報紙

大好評、発行中!!

ライフスタイルの応援紙

大好評、発行中!!

ライフスタイルの応援紙Junction
いわき市平字田町30　高木ビル2F

0246-24-7013

スナック
ペカサス★

★

ゴルフの上達は、正しい基本から!

フレキシブルなシティホテル

いわき市平字15町目2　　☎22--9555いわき市平南白土字八ッ坂121  ☎22--3719
㍿
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[毎週木曜日コース]
   ①午後2時～３時半 ②午後7時～８時半
　入  学  金  無料　
  テキスト代  5,000円
　受  講  料  20,000円（1教程10週分･実技使用ボール代込み)
　※4教程40週にて修了となります｡同時に修了証を発行いたします｡
　開  講  日 平成27年1月29日（木）

1月期生 受付中 無料体験ゴルフ教室

1月15日（木）・22日（木）
　午後2時～　午後７時～
　30分程度の教室体験です。

★ゴルフを始めたい。（貸クラブがあるので手ぶらでＯＫ）
★ゴルフを始めたけど、どうしたら上手くなるの？
★スコアの伸び悩み…
★ゴルフ教室って、どんな感じ？

コンタクト相談室（永井眼科医院隣)
眼科専門医の検診をお忘れなく  いわき市平字童子町2-7 TEL.0246-22-3691

木・日曜・祝日は定休日です。　・分割払いOK

★２Ｗオアシス　かわきにつよいUVカット
★バイオトゥルーワンデイ　夕方までうるおいキープ
★エアオプティクスＥＸ　うるおいキープ１か月タイプ
★アイコフレ　3色そろったサークルレンズ
★メニコンプレミオ　　　高酸素透過性レンズ
★オリジナルハードセット　長期使用、UVカットレンズ

介護老人保健施設

サンライフゆもと
介護老人保健施設／☎43-6116
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 いわき市常磐藤原町大畑13-1

TEL.0246-72-1325  FAX.0246-72-1326

医療法人社団 秀友会
理事長  箱崎  秀樹

グループホーム

デイサービスセンター
ショートステイ
居宅介護支援事業所
むつみ保育所

特別養護老人ホーム
いわさき荘

社会福祉法人    いわき厚生会
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

いわき市常磐上湯長谷町上ノ台88-1  TEL（0246）44-5660
FAX（0246）44-1307

内科・循環器科・呼吸器科・消化器科

医療
法人 酒 井 医 院

【診療時間】 平日/AM9:00～PM6:00  金曜日/AM9:00～PM7:00
【休　　診】 日曜･祝日・土曜日午後

0246-23-1055 福島県いわき市平字南町12
【駐車場完備】

在宅訪問診療応じます

さかいケアプラン　☎0246-22-5055
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１月の休日診療医
※時間無記入の場合は午前９時～午後５時

１月２日（金）

●常磐…さかもと内科胃腸科クリニック

　　　　 72-2022
●小名浜…中村病院

　　　　　 53-3141
●勿来…呉羽総合病院 63-2181
　　　　こじま内科 74-1500

●常磐…かとう内科クリニック

　　　　 72-0072
●小名浜…小名浜生協病院 53-4374
●勿来…矢吹病院 63-1818
　　　　松崎内科 63-3358

１月１日（木）
 元日

１月３日（土）

●平…ニュータウン腎・内科クリニック　

　　　（午前９時～正午）46-0606
●常磐…吉成内科 42-2220
●小名浜…磐城中央病院附属診療所

　　　　　 53-3511
●勿来…櫛櫛病院 63-3202
　　　　さいとう内科クリニック

　　　　 77-1001

１月４日（日）

●平…たかはしクリニック 46-1231
　　　山口医院 24-1811
　　　白井外科胃腸科医院

　　　（午前８時半～正午）25-3788
　　　須櫛医院

　　　（午前８時半～正午）27-6060
●常磐…ときわ会常磐病院 43-4175
●小名浜…かしま病院 58-8010
●勿来…こうじま慈愛病院 63-5141

●平…たかはしクリニック 46-1231
　　　白井外科胃腸科医院

　　　（午前８時半～正午）25-3788
　　　須櫛医院

　　　（午前８時半～正午）27-6060
●常磐…いわき湯本病院 42-3188
●小名浜…門屋整形・内科 54-4047
●勿来…なこそ病院 65-7755

１月11日（日）

●平…須櫛医院

　　　（午前８時半～正午）27-6060
●常磐…タカハシ皮フ科クリニック

　　　 （皮膚科） 72-1272
●小名浜…みちや内科胃腸科 58-4180 
●勿来…いわき南クリニック 77-1663

１月12日（月）
成人の日

１月25日（日）

●平…たかはしクリニック 46-1231
　　　坂本整形外科医院 38-2830
　　　白井外科胃腸科医院

　　　（午前８時半～正午）25-3788
　　　須櫛医院

　　　（午前８時半～正午）27-6060
●常磐…常磐腎ひ尿器クリニック

　　　　 43-1200
●小名浜…石井医院 54-5330
●勿来…呉羽総合病院 63-2181

１月18日（日）

●平…たかはしクリニック 46-1231
　　　山口医院 24-1811
　　　白井外科胃腸科医院

　　　（午前８時半～正午）25-3788
　　　須櫛医院

　　　（午前８時半～正午）27-6060
　　　志賀整形外科・外科

　　　（午前９時～正午）23-5050
●常磐…加沢胃腸整形外科 42-2198
●小名浜…洋向台クリニック 55-5150
●勿来…櫛櫛病院 63-3202
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当
せ
ん
者

　
　師
走
号

前回の正解

※休日診療医は変更となる場合があります

１月１、２、３、４、
　　11、12、18、25日 ときわ会常磐病院 43-4175

泌尿器科当番医 午前９時～午後３時

眼科当番医 午前９時～午後２時

１月４、11、
　　　　18、25日 新田目病院 28-1222

精神科専門当番医 午前10時～午後４時

小児科当番医 午前９時～正午

１月11日（日） やまぎわこどもクリニック　28-8686

若松医院　22-3838１月18日（日）

１月25日（日） 福田小児科医院　22-4272

１月４、11、
　　　　18、25日 中央台たなか眼科 29-1722

　

平
成
27
年
は
皆
さ
ん
に

と
っ
て
幸
せ
な
１
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。
お
正
月

休
み
に
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
パ
ズ
ル
を
解
い
て
、

二
重
ま
す
目
を
つ
な
い
で

で
き
る
言
葉
を
ひ
ら
が
な

で
答
え
て
く
だ
さ
い
。
ヒ

ン
ト
は
「
幸
せ
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
」
で
す
。

  

正
解
者
の
中
か
ら
、
10

人
に
、
西
野
屋
食
品
（
本

店
・
常
磐
上
矢
田
町
田
端

＝
市
中
央
卸
売
市
場
入
り

口
、
☎
28
―
２
８
２
８
）

様
ご
提
供
の
「
松
前
白
菜

漬
」
（
４
５
０
㌘
入
り
・

税
別
８
０
０
円
）
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
希
望
者

は
、
は
が
き
に
①
パ
ズ
ル

の
答
え
②
好
き
な
「
な
べ

料
理
」
③
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
編
集
室

（
下
欄
参
照
）
ま
で
、送
っ

て
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り

は
、
１
月
７
日
（
必
着
）

で
す
。

  

【
横
の
か
ぎ
】

１　

平

成

26

年

に

子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
。

〇
〇
〇
〇
ウ
ォ
ッ
チ

４　
「
虱
」
の
読
み
方
（
３

文
字
）

７　

天
武
天
皇
と
持
統
天

皇
の
子
。
○
○
○
○
皇
子

９　

88
歳
の
お
祝
い
（
４

文
字
）

10　

首
都
は
モ
ス
ク
ワ

（
３
文
字
）

11　

お
笑
い
コ
ン
ビ
く

り
ぃ
む
し
ち
ゅ
ー
の
メ
ン

バ
ー
。
○
〇
〇
哲
平

13　

福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、

熊
本
に
ま
た
が
る
九
州
最

大
の
湾
。
○
〇
〇
〇
海

16　
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

の
作
者
。
宮
沢
〇
〇
〇

17　

お
し
べ
の
対
語
（
３

文
字
）

19　

質

量

の

単

位
。

１
〇
〇
〇
は
約
０
・
45
㌔

20　

戸
を
英
語
で
（
２
文

字
）

21　

か
つ
て
吸
入
麻
酔
剤

と
し
て
使
わ
れ
た
液
体
。

サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
な
ど

に
も
よ
く
出
て
く
る
（
６

文
字
）

24　
『
一
絃
の
琴
』『
天
璋

院
篤
姫
』
な
ど
の
作
者
。

宮
尾
〇
〇
〇

25　

全
身
が
緑
色
に
輝
く

美
し
い
甲
虫
（
５
文
字
）

　

【
縦
の
か
ぎ
】

１　

こ
と
わ
ざ
「
柔
〇
〇

剛
を
制
す
」

２　

妻
の
権
力
が
夫
よ
り

も
強
い
夫
婦
。
○
〇
〇
天

下３　

ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル

ト
ガ
ル
が
あ
る
の
は
、

〇
〇
〇
〇
半
島

４　

食
用
と
し
て
一
般
的

な
キ
ノ
コ
。
干
し
た
も
の

　

師
走
12
月
号
の
正
解
は

「
ぽ
い
ん
せ
ち
あ
」
で
し

た
。
正
解
者
の
中
か
ら
10

人
に
、「
た
ま
ご
の
郷
」（
泉

町
滝
尻
字
南
坪
27
の
１
、

☎
84
―
９
４
３
０
）
様
ご

提
供
の「
い
わ
き
地
養
卵
・

極
（
き
わ
み
）
10
個
入
り
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

  

当
選
者
に
は
、
引
き
換

え
券
と
な
る
お
知
ら
せ
は

が
き
を
郵
送
し
ま
す
。「
た

ま
ご
の
郷
」
様
へ
持
参
さ

れ
賞
品
と
お
引
き
換
え
く

だ
さ
い
。
当
選
者
は
、
次

の
通
り
（
敬
称
略
）。

  

近
藤
え
み
（
平
）
大
和

田
義
文
（
平
成
）
緑
川
麻

衣
子
（
内
郷
）
松
本
悦
子

（
桜
ケ
丘
）
高
木
千
代
子

（
常
磐
）
鈴
木
征
晴
（
小

名
浜
）
大
楽
ま
さ
代
（
小

名
浜
）
安
斎
保
久
（
泉
）

情
野
喜
代
子
（
錦
）
塩
田

房
子
（
勿
来
）

に
は
「
ど
ん
こ
」「
香
信
」

な
ど
の
種
類
が
あ
る
（
４

文
字
）

５　

Ａ
Ｍ
、
Ｆ
Ｍ
と
い
え

ば
（
３
文
字
）

６　

博
物
館
を
英
語
で

（
６
文
字
）

７　

お
せ
ち
料
理
の
１

つ
。
丹
波
は
有
名
な
産
地

（
４
文
字
）

８　

音
を
立
て
ず
に
歩
く

こ
と
「
抜
き
足
〇
〇
〇
〇

忍
び
足
」

12　

韓
国
の
代
表
的
な
床

暖
房
設
備
（
４
文
字
）

14　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
お

け
る
守
備
専
門
選
手
の
こ

と
（
３
文
字
）

15　

人
類
が
初
め
て
月
面

着
陸
し
た
際
の
宇
宙
船

「
○
○
○
11
号
」

17　

織
田
作
之
助
の
小
説

『
〇
〇
〇
善
哉
』

18　

構
造
の
こ
と
（
３
文

字
）

22　

こ
と
わ
ざ
「
○
○
折

り
損
の
く
た
び
れ
も
う

け
」

23　

こ
と
わ
ざ
「
一
寸
の

〇
〇
に
も
五
分
の
魂
」

＆

１
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
こ
ち
ら


